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クイックガイド 
 

 

GPS 受信機による時刻同期ソフトウエア 

HACSTIP-GPS 使用説明書 (USB 接続機種 簡単操作編) 

 

HACSTIP-GPS をダウンロードいただきありがとうございます。GPS 受信機をつなげて PC の時刻を補

正するためのソフトウエアは他にいくつもありますが、本ソフトウエアは、その名称 

How Accurately Can we Set Time on Pc using GPS? 

が示すとおり、ユーザーの皆様が、このソフトウエアの画面を見ながら GPS 利用の PC 時刻補正についての

特質や留意点について理解を深めていただくとともに、時刻やその補正についてのようすを自動的に記録・

保存することで、観測などで求められる「より確実性の高い時刻データとその検証」を可能にする、という

目的で作られました。そのため、他の時刻補正ソフトウエアと異なり、本ソフトウエアはそれが必要とされ

る期間のみ明示的に動作させることが特徴となっており、バックグラウンドでの動作はできません。 

この点をご理解いただいたうえで、皆様の用途にお役立ていただければ幸いです。 

☆ 動作環境： Windows 64bit 版専用のソフトウエアです。 32bit の Windows では動作しません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 設 定 
 

基本的には 
☑ Auto Port Search 
  に ☑ をつける 
baud rate は 9600 に 
☆ 接続できないと

きは p8 参照 

② 受信機に接続 
 

Connect をクリックする。接続が

成功すれば、Log エリアに受信機か

らのデータが表示された後、上部に

時刻や位置情報が表示される。 

③ 受信機 
 

VK-172 など直接 USB

に接続するタイプの

受信機の場合は 

… not available 

と表示される。 

④ 受信状況 
 

DGPS fix : 高精度 
Autonomous : 良 
Invalid: 位置取得不能 

⑤ アルマナック 
 

接続 12.5 分後にこ

この色が水色にな

り、うるう秒情報の

受信期間終了を知ら

せる。この状態で 

時刻補正準備完了。 

⑦ 時刻補正開始 
 

Set Time on PC を ON で時刻補

正が始まる。PC の時刻が GPS

の時刻情報と比較され、その差が

10 秒に 1 回、補正される。 

⑥ 時刻確認 
 

観測前に、スマホの

電話時報等で、この

時刻（秒の値）が正

しいかどうか確認す

る。（機器やシステム

の問題でごくまれに秒

値がずれることがある

ため。） 

⑧ 補正の様子 
 

補正されたときに 

表示される。 （図は

初回の補正の様子。） 

⑨ 時刻差 
 

PC 時刻 - GPS 時刻 
+: PC が進んでいる 
-: PC が遅れている 
 

⑩ 観測前に… 
 

充分に補正されたら、

観測前に時刻補正を

OFF にすることが理想

的。 

⑪ 接続終了 
 

終了時に経緯度情

報と時刻 Log が

自動的にファイル

に保存される。 

時刻差が+/-15msec に収まっていれば、補正状況は「良好」 

↑ ①から順に、読んだ個所を鉛筆やマーカー等で印をつけながら、順序良く見ていくことをお薦めします。 
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操作は 黄色くマークした項目 だけです。他は確認する事柄です。 
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操作ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．インストール 
  ZIP ファイルを展開したファイルを、任意のフォルダに置いてください。 

２．GPS 受信機の電源を ON      ☆PC の USB 端子に接続する 
 

星食・掩蔽観測の場合は、USB 延長ケーブ

ルに接続し、筒先などからの 1PPS 光の照射に

利用してください。 

LED が点滅を始めたら、衛星電波が受信さ

れています。 

４．受信機と通信開始(接続) 

☆ Connect をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
〇 Auto Port Search にチェックがつい

ていると、COM ポートは自動的に
検出され、接続します。 

〇 必要に応じて COM ポートを変更す
ることもできます。 
（詳しくは p8 の解説参照） 

〇 Baud rate は、通常は 9600bps とし
てください。 

５．時刻と位置情報が表示される 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央は Log 領域。左端の数字は、PC の時刻が GPS に対して何ミリ秒進んでいるかを示します。 

この場合、－記号が付いているので、約 1600 ミリ秒 (=1.6 秒)の「遅れ」です。 

ただし、受信機の起動直後には、１～2 秒ずれていることが多いです。（次ページコラム参照） 

 

３．起  動          ☆アイコンを右クリックし、「管理者として実行」 

 

時刻を変更するためには、管理者権限が必要です。そのためには、「管

理者として実行」する必要があります。 

そのままダブルクリックで起動してしまうと、PC と GPS の時刻を見

ることはできますが、Set Time on PC を ON にしても、時刻の修正は

なされません。 
 

☆常に管理者で実行する方法は、p7 の諸設定 15 をご覧ください。 

重要 
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６．アルマナックが読み込まれた 

Connect してから 12.5 分が経ちました。 

Piiii と音がして、Log 領域の表示が黒

に、メッセージ領域の色が水色に変わり

ます。 

Log 領域左端の時刻表示を見ると、先ほ

どまでとは数値が異なっています。 

約 440 ミリ秒。 

これから先ほどの値を引き算してみると 

440-(-1600) = 2040 

つまり、「遅れを取り戻した」ことになり

ます。 

その理由は、コラムをご覧ください。 

 

☆この状態になったら、次の「時刻補正」

に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】 アルマナックの読み込みとは？ 
 

GPS 受信機は、その中に時計を持っているわけではありません。時刻の情報は全て GPS 衛星からやってくる電

波で伝えられています。GPS 衛星は国際原子時 (TAI)と呼ばれる時刻を発信します。一方、私たちのくらしのより

どころになっている UTC（協定世界時*）は TAI 時刻系より、この原稿を書いている時点で 19 秒遅れています。 

なぜ遅れているのでしょうか。それは、UTC にはときどき「うるう秒」という 1 秒が挿入されるからです。 

(うるう秒は、23h59m59s → 23h59m60s→ 0h00m00s→ 0h00m01s のように挿入されます。) 

地球の自転は、月による潮汐力などのためにごくわずかずつ遅くなっている、ということを聞いたことがあるだ

ろうと思います。そしてその遅くなり方は一定ではなく、私たちが社会科で習うような期間の間にも、変化の速い

ときとゆっくりのときがあったことが明らかになってきています。 

もし、UTC の時刻を長期間そのままにしておいたとしたら、長年の間に正午の時刻が太陽の位置と合わなくな

るなど、生活への影響がだんだんに大きくなる可能性もあるわけです。そこで UTC に「うるう秒」というのを挿

入して生活に使っているのです。UTC は 1980 年 1 月 6 日の 0 時 0 分には、TAI と一致していました。それから今

日まで、19 回のうるう秒の挿入が行われて、UTC は 19 秒の遅れとなりました。 

TAI は、時刻の基準として保持されている大切な時刻です。たとえば地球の公転の運動は地球の自転とは関係が

ありませんから、地球の位置は UTC ではなく TAI などの常に一定に進んでいる時刻を使って計算されなければな

りません。GPS 受信機も 1 秒ごとに衛星から送られてくる時刻情報を元に位置を計算していますので、もし UTC

が衛星から発信されたとしたら「うるう秒が挿入された時に車の走行位置の表示がずれていた」ということになっ

てしまいます。そのため、GPS 衛星は UTC ではなく TAI 時刻系の時刻を発信しているのです。 

それでは、GPS 受信機は UTC の値をどのように計算するか、というと、その受信機のファームウエアのプログ

ラムが書かれた時点でのΔT=TAI-UTC の値を覚えています。最初の数分間は、その値を衛星からの TAI から引き

算して、PC に伝えるのです。VK-172 が覚えているのはΔT=17 秒です。 あれ？19 秒だったはずでは？ そうで

す。ファームウエアが書かれた日から今日までにうるう秒が 2 回挿入されたのです。でも VK172 はそんなことは

知らないですから、このままでは 2 秒遅れた時刻を発信したまま．．．になってしまいます。 

この問題を解決するために、GPS 衛星は現時点までに加えられたうるう秒の情報も発信しています。しかし、う

るう秒以外にも大事な情報がたくさんあるので、12.5 分かけて、すべての情報（アルマナック）を少しずつ発信し

ます。ちょうどエンドレスの動画再生みたいに繰り返しながら、というイメージです。ということは、うるう秒の

情報は、12.5 分待っていれば、そのうちのどこかの時点で受信できる、ということです。このうるう秒の情報をキ

ャッチした受信機は、その瞬間から電源を OFF にするまでの間、正しい UTC の時刻を出力できるようになるので

す。上記の例だと、17 秒遅れ→19 秒遅れに変更、ということです。 

VK-172 が最初、UTC と 2 秒異なる時刻値を出力するのは、このような理由からです。 

註*) 日本で使われている JST（日本標準時）は、UTC より 9 時間ちょうど進んだ時刻となっています。 

【参考となるサイト】 国立天文台こよみの計算室 https://eco.mtk.nao.ac.jp/koyomi/wiki/GPS.html 
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７．時刻の補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Time on PC を ON にすると、時刻補正が開始されます。10 秒に 1 回、GPS と PC の時刻を比較

して、10 秒間の進み遅れの平均値を PC に対して補正する、という仕組みです。そのため、値が安定す

るまでに 1～2 分必要となります。PC の負荷があまり大きくない状態であれば、右の図のように数ミリ

秒の範囲に収めることができます。 

なお、この方式の受信機から得られる NMEA センテンスという GPS の情報は、UTC の正秒から約 80

ミリ秒遅れて出力されていますので、HACSTIP はその遅れを見込んで時刻補正を行っています。上右の

図で、PC の時刻が xx:xx:xx.080 などどなっているのはそのためです。 

時刻補正の処理がおこなわれた時刻には、 Set_PC_Time と Log 領域に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

Connect してから 12.5 分が経ちました。 

Piiii と音がして、L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．観測前に ① 時刻の確認 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ現象時刻です。ここで PC の時刻補正が正しくなされているかを確認しておきましょう。 

ごくまれに、GPS のシステム変更などに伴って、GPS 受信機が正しい時刻を出力していない場合もあり

ます。念のために時刻の確認をします。一番手軽なのはスマートフォンなどで 117 の電話時報を聞くこ

とです。GPS Time（Local）の表示と電話から流れてくる時報について、時刻値が一致しているかどうか

を確かめてください。 もし秒値が違っているだけで、タイミングはほぼ同じ(0.08 秒ずれていますので

完全一致ではないです)のであれば、メモに残しておいて観測報告時に伝えれば OK で、これまでの操作

をやり直す必要はありません。 

 

 

16 時 52 分ちょうどを

お知らせします。 

Pi, Pi, Pi, Piiiiiiiii 

重要 
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９．観測録画の前に ② Set Time on PC（時刻補正）を OFF に 
 

 録画途中で PC 時刻の修正が行われると、

その時刻値はそのままビデオフレームに記録

されてしまいます。 

 HACSTIP は、補正量が時刻解析に影響しな

いように設計されていますが、解析ソフトの

処理グラフに小さいとはいえ段付きが生じる

のはあまり気分の良いものではありません。 

 PC の時計は 1 時間程度ならば掩蔽観測の

時刻解析には十分な精度を保っていますか

ら、ここで時刻補正を OFF にしておきましょ

う。 

 なお、もし OFF にし忘れたとしても、上に

記したように問題はありません。 

【注意】 Disconnect にはしないこと！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．観 測 
 

 VK172 を筒先に置くなどして、1PPS の

LED 光も観測時に撮影しておきます。 

 掩蔽観測はコード類が多くなりますので

手足が触れて接続が外れることのないよう

に注意しましょう。 

１１．観測後に ☆受信機との通信を切断します (Disconnect) 
 

 Connect のままにしておけば、HACSTIP は観測中の時刻

も Log エリアに記録していきます。これで、GPS 受信機か

らデータを得始めてからこれまでのすべての「正秒」に、ど

のような GPS 時刻が得られ、どのような時刻補正がなされ

たか、そのすべてがデータとして記録されています。 

初期設定では、HACSTIP.EXE の

あるフォルダに、左のような名称の

ファイルが、Disconnect ボタンをク

リックした時点で自動的に作られ、

データが保存されます。 

 重要 

65 

65 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保存された Log】 
  

Date : 2023. 01. 01 
 
Global Position : 
Long. = 137˚ xx' xx.xxx" E 
Lat  =  36˚ xx' x.xxx" N 
Antenna Altitude = xx3.8m 
Geoidal Height   = x6.5m 
Waves received from 7 Satellites 
 
GPS Time Log : 
[Time difference (ms)] = [PC Time] - [GPS Time] 
-1583  2023-01-01 14:37:36.497  2023-01-01 14:37:38.080 
-1598  2023-01-01 14:37:37.482  2023-01-01 14:37:39.080 
-1598  2023-01-01 14:37:38.482  2023-01-01 14:37:40.080 
-1587  2023-01-01 14:37:39.493  2023-01-01 14:37:41.080 
-1581  2023-01-01 14:37:40.499  2023-01-01 14:37:42.080 
-1590  2023-01-01 14:37:41.490  2023-01-01 14:37:43.080 

日付 

観測地の位置情報 

受信した衛星の個数 

各フレームの 

PC 時刻-GPS 時刻の値 

PC の時刻 

GPS 受信機から受け取った

時刻 

の順に記録されています。 

ビデオを解析したり、観測報告

を作成したりするときにこれら

の情報を活用することができま

す。 

１３．表示の意味 
 

（１）時刻信号の種類 
 

コードが先バラであったり、または基盤として販売されている受信機を RS232C―USB 変換機を介

して接続する場合で、DSR 入力に対して 1PPS 信号を接続した場合は、さらに高い時刻精度を得るこ

とができる。その状態が DSR(1PPS) available 。 

VK-172 のような一般の USB 接続の受信機の場合には DSR 経由の信号が得られないので、受信機

が正秒から 80msec 遅れで出力する NMEＡ信号からの時刻を利用している。 
 
（２）位置情報の精度 

みちびき衛星などの電波も受信して、高い精度
で位置情報が得られている。 
 
みちびき衛星などの電波が受信できないので、
多少精度の落ちる位置情報となっている。 
 
電波状況がよくないので、十分な精度の位置情
報が得られない。 
 

（3）アルマナックの読み込み 
 
 
     ↑ アルマナック読み込み前の可能性のある「12.5 分以内」 
  
 
     ↑ 12.5 分が過ぎた。アルマナックはすでに読み込まれている（はず）。 
       電話時報などで時刻値を確認し、観測に移ることができる。 
 

１２．ソフトウエアの終了 
 Exit ボタンをクリックすると終了します。 

重要 
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１４．諸設定 Properties – Setting Items 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ 

 

No-DSR タイプの受信機での、時刻
値信号の遅延時間。 
後日、さらに詳しい値が明らかにな
れば通知しますのでそのとき設定を
変えてください。 

何ミリ秒時刻がずれたら修正する
か、を表した値。通常は変更しない
でください。 

COM ポートの設定 通常は操作不要 

時刻微調整量。下図の☆と同じ。 

12.5 分通知用 BEEP 音鳴動時間 

Log の文字サイズ（ポイント） 

自動 Log 保存の可否 

自動 Log 保存先フォルダ指定 

設定の保存 

１５．諸設定 

“常に管理者として実行” 
 

 HACSTIP を起動するときに、毎

回右クリックして、というのは煩わ

しいですね。そこで左図のように 

 HACSTIP.exe のプロパティー→

互換性のタブで、「管理者としてこの

プログラムを実行する」にチェック

をつけると．．． 

 次回からはダブルクリックしただ

けで管理者として起動できます。 

こちらはメイン画面です。設定とも関係するのでここで説明します。 
☆ 時刻補正微調整量。 

上記の 80msec の遅延は作者の環境

における測定値です。機種や PC 環

境によって異なる可能性がありま

す。この値を調節して Log 左端の時

刻差を 0 に調節できれば、より良好

な時刻補正ができる可能性がありま

す。通常は変更しないでよいです。 

HACSTIP.EXE のアイコ
ンにマウスカーソルを合
わせて右クリック 

重要 
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１６．諸設定  COM ポートの設定 

PC は GPS 受信機と COM ポートと呼ばれる「窓口」を通じて通信を行います。COM ポートは 

COM1 から COM256 まで（Windows のバージョンによって数は異なる）用意されています。受信

機の USB 端子を PC に接続したとき、そのうちのどれかに自動的に設定されます。たとえば COM3

に、というように。 

HACSTIP は、☑Auto Port Search にチェックがついていると、GPS 受信機を COM1 から順に探

し始め、見つかると自動的に接続するように設計されています。 

 通常は上記のように自動接続がなされるのですが、PC の環境などにより自動接続ができないこと

があります。そのときは、まず、COM ポートを確認します。Windows11 の場合には、 

 

タスクトレイ↓ 

 

 

 

（またはスタートアップ 

メニュー → 設定から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図のように、□Auto Port Search のようにチェックを外してから、

HACSTIP の port に上記で確認した COM ポート番号を設定し、 

Connect ボタンをクリックして、接続を試みてください。 

 

 

☆ それでも接続できないときは、接続や環境についての原因が考えられますので、ご確認ください。 

「その他のデバイス」 は、 

画面を下の方にスクロールすると現

れてきます。 

シリアルポートというのはどちら

かというと「古い」通信環境で、現

在は GPS 受信機くらいしか一般用途

には使われていません。ですので、

この表示が見られたら、接続した

GPS 受信機の COM ポートであるこ

とはほぼ確実です。 

このポート番号を HACSTIP に設定

します。 
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1. Windows の時刻同期を使う  (windows11 の場合) 
(1) 田マーク（スタートボタンと呼ぶらしい．．．）をクリック 

(2) 設定（ギアのマーク）をクリック 

(3) 時刻と言語 

(4) 日付と時刻 

(5) 時刻を自動的に設定する を オフ 

(6) 日付と時刻を手動で設定する 変更 

(7) 数秒待ってから 変更 

  ☆こうして、一旦、1 秒以上時刻を「適当に狂わせ」ます。 

   進み遅れが 1 秒以下だと、次に述べる同期ができないからです。 

(8) 追加の設定 のすぐ下の 今すぐ同期 をクリック 

(9) 時刻を自動的に設定する は オンにしないでください。 

(10) 念のため、PC の秒表示のある時計があるときはその表示時刻を、ないときは、キャプチャソフトの表示する時

刻と電話時報などを比べて、秒の数値に違いがないかどうかを確かめてください。異なるときは、上記をやり

直してください。 

(11) 観測をします。 

(12) 観測後に 時刻を自動的に設定する をオンにしてください。 

2. さくら時計を使う 
ダウンロードしたファイルは LZH 形式で、windows10,11 標準のツールでは展開できません。Lhaca などの圧縮展開

ソフトを使って解凍してください。 

(1) SKRWATCH.EXE を 右クリック 

(2) 管理者として実行 

(3) タスクトレイの中の ∧ボタンをクリック 

(4) さくら時計のアイコンを 右クリック 

(5) 設定 をクリック 

(6) 常駐する にチェックがついていたら外す 

(7) xx ミリ秒以下の誤差は修正しない の xx の数字をメモしておき 

  ☆ 観測終了後に、値を戻しておくようにしてください。 

(8) 1 ミリ秒以下の誤差は修正しない に設定を変える 

(9) オンライン ボタンをクリック 

(10) 時刻修正がなされて、5 秒後には自動的に終了します 

  ☆ 常駐していると、観測途中に不用意に時刻書き換えが行われてしまう場合があります。上記のようにして、 

観測前 30 分～観測直前までの間に 1 回だけ補正を行うことをお薦めします。 

(11) 念のため、PC の秒表示のある時計があるときはその表示時刻を、ないときは、キャプチャソフトの表示する時 

刻と電話時報などを比べて、秒の数値に違いがないかどうかを確かめてください。 

   異なるときは、上記をやり直してください。 

(12) 観測をします 

【付録】インターネットの NTP サーバを利用した PC の時刻合わせ 

GPS 受信機の電波受信状況がよくないときには、ポケット Wi-Fi またはスマートフォンのテザリングが利用できる方

は、次のような方法で時刻合わせをすることができます。 

必要に応じて、どちらかの方法をお試しください。詳しい使用法はインターネットで検索するなどしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HACSTIP-GPS についてのお問い合わせ先】 

ご質問等は下記まで。（＠を半角文字に書き換えてください） 

k_miyash＠astro-limovie.info  宮下和久 
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